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O velhinho plantou nabo. 

Nasceu um nabo gigante, doce e fresco. 

 

Para puxá-lo da terra, o velhinho chamou sua esposa. 

Ela chamou sua neta, que chamou seu cachorro. 

Ele chamou gato da casa, que chamou rato. 

Empurrando juntos, assim, saiu o nabo gigante. 

 

Quando puxavam, falavam “UNTOKOSYO, DOKKOISYO”. 

 

As crianças gostam de ouvir a estória, dizendo “UNTOKOSYO, DOKKOISYO”. 

 

 

 

●ポルトガル語和訳 

おじいさんが、かぶをうえました。 

甘い、元気の良い、とてつもなく大きいかぶができました。 

このかぶを引き抜こうと、おじいさんは、おばあさんを呼んで、おばあさんは、孫娘を呼んで、孫娘は犬を呼んで、

犬は猫を呼んで、猫はねずみを呼んで、やっとかぶが抜けるというお話です。 

「うんとこしょ どっこいしょ」と掛け声をかけながら、かぶを抜こうとします。 

子どもたちは、この掛け声をかけながら、読み進むのが大好きです。 
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